




要約:全国の主要な NICU 施設に対して脳室周囲白質軟化症(PVL)のアンケート調査を行っ

た。アンケート回収率は 58.2%であった。ルチーンの頭部エコー検査は 88.6%の施設で行

なわれ、予防法としては低炭酸ガス血症、低血圧の予防を挙げる施設が多かったが、特に

有効な予防法はないとの回答が目立った。93 と 94 年出生例で見ると 33 週未満の低出生

体重児における PVL の頻度はエコーで 4.9%、MRI で 7.7%であり、約 2/3 はエコーで診断

され、残りの約 1/3 が MRI で診断されている。在胎週数別の頻度では 24～29 週でピーク

を認める。正確に PVL の頻度を比較するため 90 年からエコー検査、CT/MRI をルチーンで

行っている施設での頻度をみると、エコー診断で 90 と 91 年出生例で 4.8%から 93 と 94

年で 4.9%、同様に CT/MRI 検査で 7.9%から 9.1%と不変もしくはやや増加傾向であった。

また、施設間での PVL の頻度の差も目立った。一方、 リハビリ施設へのアンケートで全

脳性麻痺例中の PVL の占める割合に推移を見ると年次ごとにほぼ着実に増加し、 93 年出

生例では 50%近くに達していた。


